
年度　授業計画（シラバス）

60 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

はりきゅう社会学について

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

プライマリ・ケアについて説明できる

各コマに
おける

授業予定
社会的ニーズとあはき師の役割

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

プライマリ・ケアについて説明できる

各コマに
おける

授業予定
社会的ニーズとあはき師の役割

寳田　潤・山下浩平
実務経験と

その関連資格

科  目  名

鍼灸スポーツ学科

はりきゅう社会学

科　目　区　分

東洋療法学校協会編：社会あはき学

資格者として、治療所として必要な知識を学びます。
社会の健康課題に対して鍼灸の東洋療法を活用し、いかに貢献するかを学ぶ分野です。
施術者として社会的ニーズにの多様化に適切に対応できる能力を身につけます。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

503教室3年生 教室名

はき師の果たすべき役割について学び、現代社会のニーズの多様化に対応できる能力を養い、自分の目指す鍼灸師になる
ために役立ててください。

担 当 教 員

使用教材

配布プリント

授業以外での準備学習
の具体的な内容

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと

第
5
回

第
2
回 配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
3
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

内　　　容

現代のあん摩マッサージ指圧・鍼灸における社会的背景と展望
について説明できる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療制度の現状について説明できる

2026

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

指定した教科書ページを事前に読んでおくこと。

後期末試験100%

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

あはき師の取り巻く環境

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療制度の現状について説明できる

各コマに
おける

授業予定
あはき師の取り巻く環境



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸の安全対策について説明できる

各コマに
おける

授業予定
医療の倫理

各コマに
おける

授業予定
施術所の経営展開

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

施設設備について説明できる

各コマに
おける

授業予定
施術所の経営展開

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸の安全対策について説明できる

各コマに
おける

授業予定
医療の倫理

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険制度の概略について説明できる

各コマに
おける

授業予定
あはき師の取り巻く環境

第
15
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険制度の概略について説明できる

各コマに
おける

授業予定

配布プリント

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

あはき師の取り巻く環境

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
8
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
9
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

あはき治療への期待について説明できる

各コマに
おける

授業予定
地域で期待されるあはき師の役割

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

あはき治療への期待について説明できる

各コマに
おける

授業予定
地域で期待されるあはき師の役割

第
10
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
11
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護支援専門員としての業務について説明できる

各コマに
おける

授業予定
地域で期待されるあはき師の役割

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護支援専門員としての業務について説明できる

各コマに
おける

授業予定
地域で期待されるあはき師の役割

第
14
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
12
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
13
回

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

施設設備について説明できる



年度　授業計画（シラバス）

60 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義

科  目  名 はりきゅう社会学 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2026

学        科 鍼灸スポーツ学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 寳田　潤・山下浩平
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 3年生 学期及び曜時限 教室名 503教室

東洋療法学校協会編：社会あはき学

指定した教科書ページを事前に読んでおくこと。

はき師の果たすべき役割について学び、現代社会のニーズの多様化に対応できる能力を養い、自分の目指す鍼灸師になる
ために役立ててください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

後期末試験100%

資格者として、治療所として必要な知識を学びます。
社会の健康課題に対して鍼灸の東洋療法を活用し、いかに貢献するかを学ぶ分野です。
施術者として社会的ニーズにの多様化に適切に対応できる能力を身につけます。

第
16
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

基本的事項について考えを述べることができる

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

各コマに
おける

授業予定
医療の倫理

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

第
17
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

基本的事項について考えを述べることができる

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

各コマに
おける

授業予定
医療の倫理

第
20
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

少子化の状況とその背景についてと鍼灸師のかかわりについて
考えを述べることができる

配布プリント

第
19
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の予防医学について説明できる

配布プリント

第
18
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の予防医学について説明できる

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと



第
22
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

女性の健康管理におけるあはき師の役割について説明できる

第
21
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

少子化の状況とその背景についてと鍼灸師のかかわりについて
考えを述べることができる

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

第
24
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知療法について説明できる

配布プリント

第
23
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

女性の健康管理におけるあはき師の役割について説明できる

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
26
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の予防医学について説明できる

配布プリント

第
25
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知療法について説明できる

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
28
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

女性の健康管理におけるあはき師の役割について説明できる

配布プリント

第
27
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の予防医学について説明できる

配布プリント

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと

第
30
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

後期内容の理解を評価する

教科書
配布プリント

第
29
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

女性の健康管理におけるあはき師の役割について説明できる

配布プリント

後期の範囲を見直すこ
と各コマに

おける
授業予定

まとめ・評価

各コマに
おける

授業予定
現代社会におけるおはき師の役割

授業終了時に示す課題
を実施しておくこと
毎回授業の最初に前回
授業内容に係わる小テ
スト実施するので、復習
しておくこと


